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ը健康・福祉～『健やかさ』をつなぐまちをめざして～第３章

施策の方針

施策の体系

市民一人ひとりの健康寿命＊の延伸を図るため、世代に応じた健康教育を進める
とともに、健康づくりや健（検）診が受けやすい環境整備や仕組みづくりを進めます。
特に、働き盛り世代の健（検）診を促進し、健康意識の向上を図ります。また、心の健
康を保持するための早期相談やひきこもりに対する切れ目のない支援体制を構築し
ます。

一方で、病気に見舞われても安心して生活を送ることができるよう、医療従事者の
確保などによる地域医療体制の堅持に努めます。また、住み慣れた地域で適切な医
療を受けるためには、地域の医療資源を市民自らが守り育てるという考え方が重要
であることから、医療体制や受診の仕方など、地域医療に関する市民の理解を促進
します。

第1節　『健やかな』心と体をはぐくむ

 ̍৺ͱ体ͷ݈ͮ߁ Γ͘ΛਐΊΔ 

（１）健康づくりのための仕組みや体制の充実　（２）疾病予防対策の推進
（３）年代に対応した健康教育の推進　（４）心の健康づくりの充実

   Δ࣋͢ݎ൫ΛجΛकΔ߁݈̎ 

（１）地域医療に関する情報提供とサービスの充実　（２）地域医療体制の確保

ୈ̍અ　h ݈͔ͳ ৺ɦͱ体Λ͙͘Ή
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1　心と体の健康づくりを進める

平成26年に19歳から64歳までを対象に実施したアンケート結果によると、健康
づくりに対する知識の習得や意識の変化が進んでいる一方で、それが行動の変化に
結び付いていない傾向が見受けられます。

この年代は、総じて忙しい生活リズムの中で仕事が優先され、偏った食生活や運
動不足などから肥満やメタボリックシンドローム＊の割合が増加しています。一方で、
若い女性は、BMI（体格指数）＊18.5未満の「やせ」の割合が増加しています。

市民の死亡原因の第１位はがんであることから、がんの早期発見・早期治療のた
めに、働き盛り世代のがん検診の受診促進が必要です。また、歯や口腔の健康面で
は、子どものむし歯は年々減少していますが、歯周病はどの年代においても増加傾向
にあります。

地域コミュニティなどでは、健康推進員や食生活改善推進員、高齢者運動サポー
ターなどによる健康づくり活動が進められている一方で、高齢化の進行に伴い、高齢
期の低栄養やロコモティブシンドローム*への対策が重要な課題となっています。

健康づくりは、自らの健康は自らが守るという認識の下、市民一人ひとりが主体的
に取り組むことが重要であり、誰もが健康づくりに取り組みやすく、継続しやすい環境
を整えるために、社会全体で健康づくりを支援する仕組みや体制づくりが求められて
います。

心の相談件数は増加傾向にあり、特に若年層のひきこもりやメンタルヘルス＊不調
に関する相談件数が増加していることから、心の健康を保持するための支援が必要
です。また、平成27年12月に「ストレスチェック制度＊」が施行されたことから、事業
者との連携によるメンタルヘルス対策の推進が必要です。

本市の自殺死亡率は緩やかに減少していますが、依然として全国に比べて高い水
準にあります。引き続き、関係機関と連携しながら早期相談の普及啓発と相談体制
の充実とともに、世代に応じたうつ・自殺対策が必要です。

ಛ定݈ݥอ߁民݈ࠃ

現況と課題

 

- 㻝2㻢 - 

 ध৬भ೨तऎॉをਤीるੱ ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺに 㻝㻥 ṓか䜙 㻢㻠 ṓま䛷をᑐ㇟にᐇ施した䜰䞁䜿ー䝖⤖ᯝによると、ᗣづ䛟りにᑐ

する▱㆑の⩦ᚓやព㆑のኚ化が進䜣䛷いる一᪉䛷、䛭れが行ືのኚ化に⤖䜃い䛶いない

ഴ向が見ཷけ䜙れます。 

このᖺ௦䛿、総䛨䛶ᛁしい⏕ά䝸䝈䝮の中䛷事がඃඛ䛥れ、೫䛳た㣗⏕άや運ື㊊など

か䜙⫧‶や䝯䝍䝪䝸䝑䜽䝅䞁䝗䝻ー䝮＊の合が増加し䛶います。一᪉䛷、ⱝいዪᛶ䛿、㻮㻹㻵䠄体

᱁指ᩘ䠅＊㻝㻤㻚㻡 ᮍ‶の「や䛫」の合が増加し䛶います。 

市民のṚஸཎᅉの第䠍䛿が䜣䛷䛒ることか䜙、が䜣の᪩ᮇⓎ見・᪩ᮇ⒪のために、働き

┒りୡ௦のが䜣᳨デのཷデಁ進がᚲせ䛷す。また、ṑやཱྀ⭍のᗣ面䛷䛿、Ꮚどもの䜐しṑ

䛿ᖺ䚻減ᑡし䛶いますが、ṑ࿘䛿どのᖺ௦におい䛶も増加ഴ向に䛒ります。 

ᆅᇦ䝁䝭䝳䝙䝔䜱など䛷䛿、ᗣ᥎進ဨや㣗⏕άᨵၿ᥎進ဨ、㧗㱋者運ືサ䝫ー䝍ーなどに

よるᗣづ䛟りάືが進め䜙れ䛶いる一᪉䛷、㧗㱋化の進行にకい、㧗㱋ᮇのపᰤ㣴や䝻䝁䝰

䝔䜱䝤䝅䞁䝗䝻ー䝮㻖䜈のᑐ⟇が㔜せなㄢ㢟とな䛳䛶います。 

ᗣづ䛟り䛿、⮬䜙のᗣ䛿⮬䜙がᏲるとい䛖ㄆ㆑のୗ、市民一ே䜂とりが体的にྲྀり⤌䜐

ことが㔜せ䛷䛒り、ㄡもがᗣづ䛟りにྲྀり⤌䜏やす䛟、⥅⥆しやすい⎔ቃをᩚ䛘るために、♫

全体䛷ᗣづ䛟りをᨭする⤌䜏や体制づ䛟りがồめ䜙れ䛶います。 

ᚰの┦ㄯ௳ᩘ䛿増加ഴ向に䛒り、≉にⱝᖺᒙの䜂きこもりや䝯䞁䝍䝹䝦䝹ス＊ㄪに㛵する

┦ㄯ௳ᩘが増加し䛶いることか䜙、ᚰのᗣを保持するためのᨭがᚲせ䛷す。また、ᖹᡂ 㻞㻣

ᖺ 㻝㻞 ᭶に「ス䝖䝺ス䝏䜵䝑䜽＊制度」が施行䛥れたことか䜙、事業者との連携による䝯䞁䝍䝹䝦䝹ス

ᑐ⟇の᥎進がᚲせ䛷す。 

ᮏ市の⮬ẅṚஸ⋡䛿⦆やかに減ᑡし䛶いますが、౫↛とし䛶全ᅜにẚ䜉䛶㧗いỈ‽に䛒り

ます。ᘬき⥆き、㛵係ᶵ㛵と連携しなが䜙᪩ᮇ┦ㄯのᬑཬၨⓎと┦ㄯ体制のᐇとともに、ୡ

௦にᛂ䛨た䛖䛴・⮬ẅᑐ⟇がᚲせ䛷す。 

 

 ಛఆ݈ݥอ߁ຽ݈ࠃ
ʢ୯Ґɿˋʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ಛఆ݈ड ���̓ ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿಛఆ݈๏ఆใࠂʳ 
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（１）健康づくりのための仕組みや体制の充実 «健康・元気・いきいき戦略»
健康づくりに取り組む地域づくりを進めるため、担い手の育成と活動への支援に

よる健康づくり体制を充実します。また、かしわざき健康ポイント制度＊の活用により、
地域コミュニティや関係施設と連携した健康づくりを支援する環境を整備します。

関係機関と連携して、企業の健康経営＊の普及に取り組むとともに、事業所単位で
の健康づくりの推進により、働き盛り世代に対する取組を支援します。また、社会的・
経済的な要因や環境による健康格差＊を縮小するための健康づくりに対する支援を
強化します。

（２）疾病予防対策の推進 «健康・元気・いきいき戦略»
生活習慣病＊予防やがんの早期発見などにつながる健（検）診の重要性につい

て、一層の周知を図るとともに、個別検診や人間ドックの受入環境の整備を進め、健
（検）診を受けやすい体制づくりに取り組みます。

また、企業や事業者、協会けんぽなどの各保険者との連携を進めながら、がん検診
の受診状況の把握に努めるとともに、健（検）診後の保健指導体制を充実します。

（３）年代に対応した健康教育の推進 «健康・元気・いきいき戦略»
幼稚園・保育園や小・中学校との連携を図りながら、子どもと保護者に対する生活

習慣病予防に関する知識の普及に努めるとともに、職域と連携した働き盛り世代の
健康づくり、保健事業に取り組みます。

また、市民や地域、関係機関と協働し、食育、歯・口腔の健康推進、運動の習慣化
などの取組を進めます。

（４）心の健康づくりの充実
心の健康を保つため、ストレスへの対処法、心の病気予防や早期相談の大切さの

普及啓発に取り組み、自身や周囲の大切な人の命を守る取組を進めます。また、職
域におけるストレスチェック＊の結果などに注視しながら、企業や事業者等へ心の相
談窓口について周知を図り、早期相談を促します。

さらに、関係機関と連携しながら、ひきこもりに対する切れ目のない支援体制を構
築します。

主要施策の
基本方向
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ͱ࿈ͮ͘߁݈ͨ͠ܞΓͷਪਐ 

ۀࣄɾؔػɾҬɾؔࢢ
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 ࢪϙΠϯτ੍ˎͷ࣮߁Θ͖݈͔͟͠ ۀࣄਐ૿߁݈
֤छ݈ڭ߁ҭɾ݈߁૬ஊɾอ݈ࢦಋͷ࣮ࢪ 

ۀࣄɾؔػɾҬɾؔࢢ
ऀ 

͕Μݕۀࣄ ͕Μ༧ͷٴൃܒͼ֤छ͕Μݕͷ࣮ࢪ 
ແྉΫーϙϯ݊ͷ 

 ࢢ
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݁Ռ説໌ձٴͼϋΠϦεΫऀˎอ݈ࢦಋͷ࣮ࢪ 

 ࢢ

 ࢪ૬ஊͷ࣮߁Պ݈ࣃɾݕपපࣃ ۀࣄՊอ݈ࣃ
ো͕͍ͷ͋Δํɺࢧԉ͕ඞཁͳํͷࣃՊอ݈
 ࢪಈͷ࣮׆

 ؔػɾؔࢢ

৯ҭਪਐۀࣄ ϥΠϑεςージʹରԠͨ͠৯ҭͷਪਐ ࢢɾؔؔػ 

 ࢪमͷ࣮ݚ৺ͷήーτΩーύーˎཆ ۀࣄࡦ༧ରࡴࣗ
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 ؔػɾؔࢢɾݝ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の目標指標

主要な事務事業
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地区健康教室（食育推進事業）

歯の健康展
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2　健康を守る基盤を堅持する

まちづくり市民アンケートの結果によると、「医療機関や医療体制の充実」の重要
度が最も高い一方で満足度は低く、また、市が目指す将来のまちの姿としてのイメー
ジは、「医療が充実したまち」を望む声が一番多い状況にあります。

このように医療に対する期待が大きい一方で、医療に関する情報や相談窓口が十
分に知られていないことから、医療・介護ガイドブックを作成し、全戸に配布しました。
しかしながら、依然として医療を受ける側と提供する側の認識の隔たりがあるため、
市民が医療のことをよく知り、互いに理解することが重要です。

また、患者や利用者の満足度を高めるため、看護の質の向上につながる認定看護
師＊資格の取得に対する支援を実施していますが、医療機関が実施する接遇やサー
ビスの向上に向けた取組についても支援することが望まれます。

国では、団塊の世代が後期高齢者＊となる平成37（2025）年を見据え、誰もが住
み慣れた地域で自分らしく最後まで生活できるよう、医療と介護が連携する社会制
度改革が進められています。また、県においても、「医療介護総合確保推進法」に基
づき、病床の機能分化と連携を進めるため、「地域医療構想」が策定されます。

本市では、柏崎市地域医療連携会議による地域医療を推進するための施策が提
言されています。これを踏まえ、具体的な取組を順次、実施していくことが重要です。

医師や看護職員の医療従事者は、他の地方都市と同様に不足している状況にあ
り、特に小児科、産婦人科医師の不足は深刻な状況であることから、医療体制を維
持するため、開業医や病院の勤務医、看護職員を確保することが必要です。また、医
療従事者が継続して勤務できる職場環境づくりが求められています。

休日や夜間における急病や事故については、休日・夜間急患センターや病院群輪
番制病院＊により円滑に対応しており、今後もこうした救急医療体制の維持が重要
です。

ҩྍै事ऀ

現況と課題
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 ೨をஹる੦ೕをමする ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ま䛱づ䛟り市民䜰䞁䜿ー䝖の⤖ᯝによると、「་⒪ᶵ㛵や་⒪体制のᐇ」の㔜せ度が最も㧗

い一᪉䛷‶㊊度䛿ప䛟、また、市が┠指すᑗ᮶のま䛱のጼとし䛶の䜲䝯ー䝆䛿、「་⒪がᐇし

たま䛱」をᮃ䜐ኌが一␒ከい≧ἣに䛒ります。 

このよ䛖に་⒪にᑐするᮇᚅがきい一᪉䛷、་⒪に㛵するሗや┦ㄯ❆ཱྀが༑ศに▱䜙

れ䛶いないことか䜙、་⒪・ㆤ䜺䜲䝗䝤䝑䜽をసᡂし、全ᡞに配ᕸしました。しかしなが䜙、౫↛

とし䛶་⒪をཷけるഃとᥦ౪するഃのㄆ㆑の㝸たりが䛒るため、市民が་⒪のことをよ䛟▱り、

いに理ゎすることが㔜せ䛷す。 

また、ᝈ者や⏝者の‶㊊度を㧗めるため、┳ㆤの㉁の向上に䛴ながるㄆ定┳ㆤᖌ＊㈨᱁

のྲྀᚓにᑐするᨭをᐇ施し䛶いますが、་⒪ᶵ㛵がᐇ施する᥋㐝やサービスの向上に向け

たྲྀ⤌に䛴い䛶もᨭすることがᮃまれます。 

ᅜ䛷䛿、団ሢのୡ௦がᚋᮇ㧗㱋者＊となるᖹᡂ 㻟㻣䠄㻞㻜㻞㻡䠅ᖺを見ᤣ䛘、ㄡもがఫ䜏័れたᆅ

ᇦ䛷⮬ศ䜙し䛟最ᚋま䛷⏕ά䛷きるよ䛖、་⒪とㆤが連携する♫制度ᨵ㠉が進め䜙れ䛶い

ます。また、┴におい䛶も、「་⒪ㆤ総合☜保᥎進ἲ」に基づき、床のᶵ⬟ศ化と連携を進

めるため、「ᆅᇦ་⒪ᵓ」が⟇定䛥れます。 

ᮏ市䛷䛿、柏崎市ᆅᇦ་⒪連携㆟によるᆅᇦ་⒪を᥎進するための施⟇がᥦゝ䛥れ䛶い

ます。これを㋃ま䛘、ල体的なྲྀ⤌を㡰ḟ、ᐇ施し䛶い䛟ことが㔜せ䛷す。 

་ᖌや┳ㆤ⫋ဨの་⒪ᚑ事者䛿、のᆅ᪉㒔市とྠᵝに㊊し䛶いる≧ἣに䛒り、≉にᑠ

ඣ⛉、⏘፬ே⛉་ᖌの㊊䛿῝้な≧ἣ䛷䛒ることか䜙、་⒪体制を維持するため、㛤業་や

㝔のົ་、┳ㆤ⫋ဨを☜保することがᚲせ䛷す。また、་⒪ᚑ事者が⥅⥆し䛶ົ䛷きる

⫋ሙ⎔ቃづ䛟りがồめ䜙れ䛶います。 

ఇ᪥やኪ間におけるᛴや事ᨾに䛴い䛶䛿、ఇ᪥・ኪ間ᛴᝈ䝉䞁䝍ーや㝔⩌㍯␒制

㝔＊によりにᑐᛂし䛶おり、ᚋもこ䛖したᩆᛴ་⒪体制の維持が㔜せ䛷す。 

 

ҩྍैऀࣄ 
ʢ୯Ґɿਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ҩࢣʢҩྍࢪઃैऀࣄʣ ��� ��� ��� ��� ��� 

 ��� ��� ��� ��� ��� ʣऀࣄ৬һʢපӃैޢ

ʲࢿྉɿ৽ׁݝࢱอ݈ใʳ 
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（１）地域医療に関する情報提供とサービスの充実
市民が地域医療のことをよく知り、上手に利用してもらうため、医療・介護ガイドブ

ックによる啓発活動を継続するとともに、地域医療や医療機関に関する情報を市民
に分かりやすく提供します。

また、医療に対する患者や利用者の満足度を高めるため、接遇や医療サービスの
向上に対する支援に取り組むとともに、病院の外来ボランティアなど、地域医療を守
るためのサポーターの育成支援に努めます。

（２）地域医療体制の確保 «健康・元気・いきいき戦略»
医療従事者を確保するため、既存の補助制度を充実するとともに、病院の勤務医

や基幹型臨床研修病院の研修医の確保に対する取組を支援します。
また、看護学校卒業生の地元定着や看護職員の職場定着を促進するため、関係

機関との協議により、必要な施策を実施します。さらに、市役所内に設置した新潟県
ナースセンター相談窓口を通じ、看護職員の再就業や職場環境の改善に関する取組
を支援します。

救急医療体制を維持するため、休日・夜間急患センターの運営費、病院群輪番制
病院＊の運営費や医療機器整備に対する補助を継続するとともに、関係機関との連
携を促進します。

高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持って安心して生活できるよう、在宅医療
と在宅介護の連携を図ります。

主要施策の
基本方向

柏崎総合医療センターの外来ガイドボランティア
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- 㻝㻟2 - 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

ҩྍɾհޢΨΠυϒοΫʹؔ͢Δ࠲ߨͷࢀՃऀ
ʢྦྷܭʣ �� ਓ ��� ਓ 

ҩࢣʢҩྍࢪઃैऀࣄʣ ��� ਓ 
ʢฏ �� ʣ 

��� ਓ 
ʢฏ �� ʣ 

��� ʣऀࣄ৬һʢපӃैޢ ਓ 
ʢฏ �� ʣ 

��� ਓ 
ʢฏ �� ʣ 

˞ҩࢣʢҩྍࢪઃैऀࣄʣɺޙࠓͷݮΛྀͯ͠ߟฏ �� Ͱ ��� ਓΛҡ࣋͢Δ͜ͱΛඪͱ͢Δɻ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

Ҭҩྍਪਐۀࣄ Ҭҩྍʹؔ͢Δ׆ൃܒಈ 
ҬҩྍΛकΔαϙーλーͷҭʹର͢Δࢧԉ 

 ຽɾපӃࢢɾࢢ

පӃࢣޢҭࢧԉࢢ ۀࣄͷපӃ͕࣮͢ࢪΔࢣޢͷݚमʹର͢
Δࢧԉ 

 ɾපӃࢢ

පӃྠ܈൪੍පӃˎӡӦඅิ
ॿۀࣄ 

පӃྠ܈൪੍පӃͷӡӦʹର͢Δࢧԉ ࢢɾපӃྠ܈൪੍පӃ 

පӃྠ܈൪੍පӃઃඋඋิ
ॿۀࣄ 

පӃྠ܈൪੍පӃͷઃඋඋʹର͢Δࢧԉ ࢢɾපӃྠ܈൪੍පӃ 

ҩࢣཆमֶିۚࢿ༩ۀࣄ ฦؐ໔আ੍ֶ͖ۚͷࢢ ౼ݕ 

 ࢢ ౼ݕฦؐ໔আ੍ֶ͖ۚͷ ۀࣄ༩ିۚࢿཆमֶࢣޢ

ҩ֬ࢣอରۀࣄࡦ ҬͷװجපӃͷҩࢣ։ۀҩͷ֬อʹର͢Δ
 ԉࢧ

 ऀɾҩྍؔࢢ

ʹεςーγϣϯ৽ͨޢͼ๚ٴͷපӃࢢ ۀࣄԉࢧब৬ࢣޢ
 ԉࢧͷब৬ʹର͢Δࢣޢ͢Δۈ

 ɾපӃࢢ

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の目標指標

主要な事務事業
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施策の方針

施策の体系

結婚や妊娠、出産のスタイルが多様化している現状を踏まえ、思春期から妊娠、出
産、育児に対する望ましい意識の醸成を図ります。また、若い世代が出会いの喜びを
感じられるような結婚支援に取り組みます。

母親や父親に対して、妊娠、出産、育児に関する学びの機会の提供に努めるととも
に、母子に対する保健指導や予防接種など、子どもの成長に合わせた支援に取り組
みます。また、経済的、精神的不安の解消、子どもを持つ喜びを感じる環境づくりな
ど、社会全体で安心して子どもを産み育てることができる取組を進めます。

働きながら結婚や妊娠、出産ができるよう、ワーク・ライフ・バランス＊の推進や幼稚
園・保育園、放課後児童クラブ＊などの子育てサービスの充実を図ります。

要保護児童＊について、子どもの人権を擁護する取組を社会全体で進めます。ま
た、生活困窮世帯等の子どもに対する学習支援など、貧困の連鎖を防止する取組を
推進します。

第2節　子どもを産み育てやすい『健やかな』環境をつくる

 ̍ग़会͍ͷتͼΛ͡ײΔڥΛඋ͢Δ 

（１）出会いや結婚への活動支援の充実

 Λඋ͢ΔڥΒΕΔ͡ײͼ͕تͭ࣋ͲΛࢠ̎ 

（１）出産や子育てに対する経済的負担の軽減　（２）相談支援体制の充実

 ̏҆৺ͯ͠ࢠҭ͕ͯͰ͖ΔڥΛॆ࣮ͤ͞Δ 

（１）社会全体で支える子育て環境の充実　（２）親子の心と体の成長への支援
（３）要保護児童の支援や子どもの貧困の解消

ୈ̎અ　ࢠͲΛ࢈Έҭ͍ͯ͢h ݈͔ͳ ɦڥΛͭ Δ͘
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1　出会いの喜びを感じる環境を整備する

平成22年国勢調査の結果では、本市の25歳から39歳までの婚姻割合は54.9
％であり、若い世代の半数近くが未婚者となっています。

こうしたことから本市では、平成22年度から結婚活動応援事業を通じて若い世代
に出会いの場を提供してきており、これまでに22組の成婚を確認しています。

日常生活の中で出会いが少ない独身男女に出会いの場を設けることは大切です
が、多様な余暇の過ごし方がある中で、多くの若い世代から関心や興味を持ってもら
えるような工夫が求められています。

結婚活動応援事業については、男性登録会員数の増加に伴い、開催回数や参加
人数の検討が必要となっており、加えて会員の高年齢化も懸案となっています。これ
までの事業展開を踏まえ、スポーツや生涯学習なども関連付けた今後の在り方を検
討することが必要です。

ಈԠԉ事業ࠗ֬ೝ׆ࠗ݁

現況と課題

かしわざきめぐりあい事業

 

- 㻝㻟4 - 

 লভःभಜलをगる୭をତする ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᖹᡂ 㻞㻞 ᖺᅜໃㄪᰝの⤖ᯝ䛷䛿、ᮏ市の 㻞㻡 ṓか䜙 㻟㻥 ṓま䛷の፧ጻ合䛿 㻡㻠㻚㻥䠂䛷䛒り、

ⱝいୡ௦の༙ᩘ㏆䛟がᮍ፧者とな䛳䛶います。 

こ䛖したことか䜙ᮏ市䛷䛿、ᖹᡂ 㻞㻞ᖺ度か䜙⤖፧άືᛂ事業を㏻䛨䛶ⱝいୡ௦にฟいの

ሙをᥦ౪し䛶き䛶おり、これま䛷に 㻞㻞 ⤌のᡂ፧を☜ㄆし䛶います。 

᪥ᖖ⏕άの中䛷ฟいがᑡない⊂㌟⏨ዪにฟいのሙを設けること䛿ษ䛷すが、ከᵝな

వᬤの㐣䛤し᪉が䛒る中䛷、ከ䛟のⱝいୡ௦か䜙㛵ᚰや⯆を持䛳䛶も䜙䛖事業をᒎ㛤すること

がồめ䜙れ䛶います。 

⤖፧άືᛂ事業に䛴い䛶䛿、⏨ᛶⓏ㘓ဨᩘの増加にకい、㛤ദᅇᩘやཧ加ேᩘの᳨

ウがᚲせとな䛳䛶おり、加䛘䛶ဨの㧗ᖺ㱋化もᠱとな䛳䛶います。これま䛷の事業ᒎ㛤を

㋃ま䛘、ス䝫ー䝒や⏕ᾭ学⩦なども㛵連けたᚋのᅾり᪉を᳨ウすることがᚲせ䛷す。 

 

 ࠗ֬ೝۀࣄಈԠԉ׆ࠗ݁
ʢ୯Ґɿʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

 � � � � � ࠗ֬ೝۀࣄಈԠԉ׆ࠗ݁

ʲࢿྉɿΊ͙Γ͍͋ߦ࣮ۀࣄҕһձʳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

͔͠Θ͖͟Ί͙Γ͍͋ۀࣄ 
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- 㻝㻟㻡 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ฟ䛔䜔⤖፧䜈䛾άືᨭ䛾ᐇ 

⊂㌟⏨ዪのฟいや⤖፧にᑐし䛶ᨭするため、㛵係ᶵ㛵と協力し、事๓䝉䝭䝘ーのᐇ、

⤖፧に㛵するሗᥦ౪、䜲䝧䞁䝖ෆᐜのᨵၿなどにより、ከ䛟のཧ加をເり、⤖፧に䛴ながるฟ

いのき䛳かけづ䛟りにྲྀり⤌䜏ます。 

また、䜶䜲䝆䝺スㅮᗙに䛴い䛶も、ཧ加しやすいㅮᗙをよりከ䛟ᒎ㛤し、άືを㏻䛨た⮬↛な

ฟいのሙに䛴ながるよ䛖ྲྀり⤌䜏ます。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

�� Β͔ࡀ ��  ˋ���� ˋ���� ߹Ͱͷࠗҽׂ·ࡀ

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

׆ɺ݁ࠗڙಠஉঁʹର͢Δग़ձ͍ͷͷఏ ۀࣄಈԠԉ׆ࠗ݁
ಈʹؔ͢ΔใఏڙɺݚमձͳͲͷ࣮ࢪ 

 ҕһձߦɾ࣮ࢢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）出会いや結婚への活動支援の充実
独身男女の出会いや結婚に対して支援するため、関係機関と協力し、事前セミナー

の充実、結婚に関する情報提供、イベント内容の改善などにより、多くの参加を募り、
結婚につながる出会いのきっかけづくりに取り組みます。

また、エイジレス講座についても、参加しやすい講座をより多く展開し、活動を通じ
た自然な出会いの場につながるよう取り組みます。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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2　子どもを持つ喜びが感じられる環境を整備する

本市の合計特殊出生率＊は、平成26年が1.57であり、国の1.42を上回っている
ものの、人口減少に歯止めを掛けるまでには至っていない状況です。また、平均所得
は、平成17年をピークに減少傾向にあります。

近年、結婚年齢や妊娠・出産年齢は、年々上昇しています。こうした変化や医療技
術の進歩に伴い、体外受精を始めとする不妊治療を受ける夫婦は、増加傾向にあり
ます。しかしながら、不妊治療のうち特定不妊治療＊費は高額であり、治療を受ける
夫婦にとって経済的に大きな負担となっています。

一方で、子どもや妊産婦に対する医療費助成は、全国的にその助成対象が拡大傾
向にあります。しかしながら、医療費の増加や医療機関を受診しない世帯との均衡
を保てないなどの課題があります。

地域とのつながりが希薄になっていることから、妊産婦及び母親の孤立感や負担
感が高まっています。保健師や助産師が中心となり、相談者に寄り添い、信頼関係
を築きながら、引き続き妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行っていく
ことが必要です。

保護者の就労形態などの変化により、子育てに関するニーズは多様化しており、妊
娠や出産、子育てなどに関して、より専門的な対応が求められるケースも増加してい
ます。このため、既存のネットワークとの連携や複数のネットワークの橋渡しをする形
で、関係機関との協働の体制づくりが必要です。

ೕࣇΛੈͭ࣋ଳͷ๚ׂ࣮ࢪ合

現況と課題

 

- 㻝㻟㻢 - 

 नुをつಜलऋगैोる୭をତする ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市の合計≉Ṧฟ⏕⋡＊䛿、ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺが 㻝㻚㻡㻣 䛷䛒り、ᅜの 㻝㻚㻠㻞 を上ᅇ䛳䛶いるものの、ே

ཱྀ減ᑡにṑṆめをけるま䛷に䛿⮳䛳䛶いない≧ἣ䛷す。また、ᖹᆒᡤᚓ䛿、ᖹᡂ 㻝㻣 ᖺを䝢

ー䜽に減ᑡഴ向に䛒ります。 

㏆ᖺ、⤖፧ᖺ㱋やዷፎ・ฟ⏘ᖺ㱋䛿、ᖺ䚻上᪼し䛶います。こ䛖したኚ化や་⒪技術の進Ṍ

にకい、体እཷ⢭をጞめとするዷ⒪をཷけるኵ፬䛿、増加ഴ向に䛒ります。しかしなが䜙、

ዷ⒪の䛖䛱≉定ዷ⒪＊費䛿㧗㢠䛷䛒り、⒪をཷけるኵ፬にと䛳䛶経῭的にきな㈇

ᢸとな䛳䛶います。 

一᪉䛷、Ꮚどもやዷ⏘፬にᑐする་⒪費ຓᡂ䛿、全ᅜ的に䛭のຓᡂᑐ㇟がᣑഴ向に䛒り

ます。しかしなが䜙、་⒪費の増加や་⒪ᶵ㛵をཷデしないୡᖏとのᆒ⾮を保䛶ないなどのㄢ

㢟が䛒ります。 

ᆅᇦとの䛴ながりがᕼⷧにな䛳䛶いることか䜙、ዷ⏘፬ཬ䜃ẕぶのᏙ❧ឤや㈇ᢸឤが㧗ま䛳

䛶います。保ᖌやຓ⏘ᖌが中ᚰとなり、┦ㄯ者にᐤりῧい、ಙ㢗㛵係を⠏きなが䜙、ᘬき⥆き

ዷፎᮇか䜙Ꮚ⫱䛶ᮇに䜟たるษれ┠のないᨭを行䛳䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

保ㆤ者のᑵປᙧែなどのኚ化により、Ꮚ⫱䛶に㛵する䝙ー䝈䛿ከᵝ化し䛶おり、ዷፎやฟ⏘、

Ꮚ⫱䛶などに㛵し䛶、よりᑓ㛛的なᑐᛂがồめ䜙れる䜿ースも増加し䛶います。このため、᪤Ꮡ

の䝛䝑䝖䝽ー䜽との連携や」ᩘの䝛䝑䝖䝽ー䜽のᶫΏしをするᙧ䛷、㛵係ᶵ㛵との協働の体制づ

䛟りがᚲせ䛷す。 

 

ೕࣇΛੈͭ࣋ଳͷ๚ׂ࣮ࢪ߹ 
ʢ୯Ґɿˋʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ॿࢣ࢈ ���� ���� ���� ���� ���� 

ओࣇಐҕһ ���� ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿอ݈׆ಈͷ·ͱΊʳ 

 

 

  



137

ୈ
̏
編ɾୈ
̏
ষɹ
݈
ɾ߁
ࢱ
Ỗứ
݈

͔
͞
ỪΛ
ͭ
ͳ
͙
·
ͪ
Λ
Ί
͟
͠
ͯ
Ỗ

લ
ظ
ج
ຊ
ܭ
ը

 

- 㻝㻟㻣 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ฟ⏘䜔Ꮚ⫱䛶䛻ᑐ䛩䜛⤒῭ⓗ㈇ᢸ䛾㍍ῶ 䍾ᗣ䞉ඖẼ䞉䛔䛝䛔䛝ᡓ␎䍿 

ᏊどもをᏳᚰし䛶⏘䜏⫱䛶䜙れるよ䛖、ዷፎをᮃ䜐ኵ፬にᑐするዷ⒪費やᮍ⇍ඣにᑐ

する་⒪費の一㒊をຓᡂするなど、Ꮚ⫱䛶ୡᖏの経῭的㈇ᢸを㍍減するとともに、Ꮚどもの་

⒪費ຓᡂ䛿、┴にᑐし䛶㔠のᣑを働きけます。 

ዷ⏘፬ཬ䜃Ꮚどものの᪩ᮇⓎ見と᪩ᮇ⒪をಁし、Ᏻᚰし䛶Ꮚどもを⏘䜏⫱䛶䜙れる⎔

ቃづ䛟りにྲྀり⤌䜏ます。 

䠄䠎䠅 ┦ㄯᨭయไ䛾ᐇ 䍾ᗣ䞉ඖẼ䞉䛔䛝䛔䛝ᡓ␎䍿 

Ꮚ⫱䛶に㛵する┦ㄯ、ሗᥦ౪、ぶᏊのὶのሙのᥦ౪など、Ꮚ⫱䛶ୡᖏにᑐする┦ㄯ体

制をᐇします。また、ዷፎᮇか䜙Ꮚ⫱䛶ᮇま䛷のぶᏊにᐤりῧい、ษれ┠のないᨭを行い

ます。 

ᛮᮇか䜙のẕᏊ保をᐇするとともに、Ꮚ⫱䛶をサ䝫ー䝖するேᮦを⫱ᡂし、ᆅᇦにお

けるᏊ⫱䛶の┦ㄯ体制やሗᥦ౪のᐇにດめます。また、㛵係ᶵ㛵との連携による┦ㄯᨭ

体制をᐇし、」㞧化・ከᵝ化するᏊ⫱䛶に㛵するၥ㢟にᑐᛂします。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

���� ���� ˎಛघग़ੜܭ߹ Ҏ্ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

ٴ්࢈ͼࢠͲͷҩྍඅ
ॿۀࣄ 

ٴ්࢈ͼதֶߍଔۀ·ͰͷࢠͲʹର͢Δҩ
ྍඅͷॿ 

 ࢢ

ෆྍ࣏ॿۀࣄ ৷ΛΉ්ʹର͢Δಛఆෆྍ࣏ˎʢମ֎ड
ਫ਼ɾݦඍतਫ਼ʣඅͷॿ 

 ࢢ

ະख़ࣇཆҭۀࣄ ೖӃཆҭΛඞཁͱ͢Δະख़ࣇʹର͢Δҩྍඅ
ͷॿ 

 ࢢ

ར用ऀࢧԉۀࣄ ৷͔ظΒࢠҭͯظʹΘͨΔ·Ͱͷࢠอ݈
ҭࣇʹؔ͢Δใఏڙॿݴͷ࣮ࢪ 

 ࢢ

Ոఉࣇಐ૬ஊࣨۀࣄ Ոఉʹ͓͚ΔࣇಐͷཆҭڥΛߴΊΔͨΊͷ
૬ஊɾॿݴʹΑΔࢧԉ 

 ࢢ

ࢠ๚ࢦಋۀࣄ ॿٴࢣ࢈ͼओࣇಐҕһͷग़ޙ࢈ͷՈఉ๚ʹ
ΑΔࢠʹඞཁͳอ݈ࢦಋࢠҭͯʹؔ͢Δ
ใఏڙ 

 ࢢ

 

  

（１）出産や子育てに対する経済的負担の軽減 «健康・元気・いきいき戦略»
子どもを安心して産み育てられるよう、妊娠を望む夫婦に対する不妊治療費や未

熟児に対する医療費の一部を助成するなど、子育て世帯の経済的負担を軽減すると
ともに、県に対して子どもの医療費助成の拡充を働き掛けます。

妊産婦及び子どもの疾病の早期発見と早期治療を促し、安心して子どもを産み育
てられる環境づくりに取り組みます。

（２）相談支援体制の充実 «健康・元気・いきいき戦略»
子育てに関する相談、情報提供、親子の交流の場の提供など、子育て世帯に対す

る相談体制を充実します。また、妊娠期から子育て期までの親子に寄り添い、切れ
目のない支援を行います。

思春期からの母子保健を充実するとともに、子育てをサポートする人材を育成し、
地域における子育ての相談体制や情報提供の充実に努めます。また、関係機関との
連携による相談支援体制を充実し、複雑化・多様化する子育てに関する問題に対応
します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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3　安心して子育てができる環境を充実させる

「子ども・子育て支援事業計画」に基づき、地域や関係機関と協力しながら、教育・
保育の質の充実、各種サービスの量的確保・拡大に取り組んでいます。しかしなが
ら、核家族化や家庭、地域の関係の希薄化の進行などから、子育てに対する不安感
や負担感が増加しており、社会全体で子育てを支援することが必要です。特に、子
育て世帯が仕事と子育てを両立できる環境づくりを進めるためには、企業や事業者
等の理解と行政や地域からの働き掛けが重要です。

また、安心して子どもを産み育てることができる子育て環境の実現には、思春期か
らの豊かな母性、父性を育むことが大切です。さらに、思春期から妊娠、出産、子育
てに至るまでの切れ目のない支援と、親と子の健康づくりが重要なことから、関係機
関が連携を強化し、地域社会全体で子どもの健やかな成長を見守り、支援すること
が必要です。

国では、子どもの貧困対策を総合的に推進するため、平成26年に「子どもの貧困
対策の推進に関する法律」を施行し、「子供の貧困対策に関する大綱」を策定しまし
た。

本市の生活保護受給世帯の子どもの高校進学率は低くないものの、日常の生活
習慣や学習習慣に対する意識などの問題から高校中退につながってしまうことが懸
念されます。このため、生活困窮世帯等に対する貧困の連鎖を防止する取組が必要
です。

また、関係機関による情報共有や支援者の資質向上を進めながら、要保護児童＊

等の発生予防や適切な保護に取り組んでいます。しかしながら、要保護児童等に関
する相談件数は増加傾向にあり、その内容は複雑化・深刻化していることから、関係
機関との連携による長期的な支援が必要です。

父母の子育てに対する不安感や負担感が児童虐待に至るケースが多く見受けら
れることから、父母の育児に対する心身の負担を軽減するため、地域と一体となった
支援体制の構築が必要です。

ཁอࣇޢಐʹ関͢Δ૬ஊ

現況と課題

 

- 㻝㻟8 - 

３ ੱखथथऋदऌる୭をౄৰऔचる 

【ྵඞƱᛢ᫆】 

「Ꮚども・Ꮚ⫱䛶ᨭ事業計画」に基づき、ᆅᇦや㛵係ᶵ㛵と協力しなが䜙、ᩍ⫱・保⫱の㉁

のᐇ、ྛ✀サービスの量的☜保・ᣑにྲྀり⤌䜣䛷います。しかしなが䜙、᰾ᐙ᪘化やᐙᗞ、

ᆅᇦの㛵係のᕼⷧ化の進行などか䜙、Ꮚ⫱䛶にᑐするᏳឤや㈇ᢸឤが増加し䛶おり、♫

全体䛷Ꮚ⫱䛶をᨭすることがᚲせ䛷す。≉に、Ꮚ⫱䛶ୡᖏが事とᏊ⫱䛶を୧❧䛷きる⎔ቃ

づ䛟りを進めるために䛿、業や事業者等の理ゎと行ᨻやᆅᇦか䜙の働きけが㔜せ䛷す。 

また、Ᏻᚰし䛶Ꮚどもを⏘䜏⫱䛶ることが䛷きるᏊ⫱䛶⎔ቃのᐇ⌧に䛿、ᛮᮇか䜙の㇏かな

ẕᛶ、∗ᛶを⫱䜐ことがษ䛷す。䛥䜙に、ᛮᮇか䜙ዷፎ、ฟ⏘、Ꮚ⫱䛶に⮳るま䛷のษれ┠

のないᨭと、ぶとᏊのᗣづ䛟りが㔜せなことか䜙、㛵係ᶵ㛵が連携をᙉ化し、ᆅᇦ♫全体

䛷Ꮚどものやかなᡂ長を見Ᏺり、ᨭすることがᚲせ䛷す。 

ᅜ䛷䛿、Ꮚどもの㈋ᅔᑐ⟇を総合的に᥎進するため、ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺに「Ꮚどもの㈋ᅔᑐ⟇の᥎

進に㛵するἲᚊ」を施行し、「Ꮚ౪の㈋ᅔᑐ⟇に㛵する⥘」を⟇定しました。 

ᮏ市の⏕ά保ㆤཷ⤥ୡᖏのᏊどもの㧗校進学⋡䛿ప䛟ないものの、᪥ᖖの⏕ά⩦័や学

⩦⩦័にᑐするព㆑などのၥ㢟か䜙㧗校中㏥に䛴なが䛳䛶しま䛖ことがᠱᛕ䛥れます。このため、

⏕άᅔ❓ୡᖏ等にᑐする㈋ᅔの連㙐を㜵Ṇするྲྀ⤌がᚲせ䛷す。 

また、㛵係ᶵ㛵によるሗ共有やᨭ者の㈨㉁向上を進めなが䜙、せ保ㆤඣ❺＊等のⓎ⏕

ண㜵や適ษな保ㆤにྲྀり⤌䜣䛷います。しかしなが䜙、せ保ㆤඣ❺等に㛵する┦ㄯ௳ᩘ䛿増

加ഴ向に䛒り、䛭のෆᐜ䛿」㞧化・῝้化し䛶いることか䜙、㛵係ᶵ㛵との連携による長ᮇ的な

ᨭがᚲせ䛷す。 

∗ẕのᏊ⫱䛶にᑐするᏳឤや㈇ᢸឤがඣ❺ᚅに⮳る䜿ースがከ䛟見ཷけ䜙れることか

䜙、∗ẕの⫱ඣにᑐするᚰ㌟の㈇ᢸを㍍減するため、ᆅᇦと一体とな䛳たᨭ体制のᵓ⠏が

ᚲせ䛷す。 

 

ཁอࣇޢಐʹؔ͢Δ૬ஊ 
ʢ୯Ґɿਓʣ 
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（１）社会全体で支える子育て環境の充実 «健康・元気・いきいき戦略»
子育ての不安感や負担感を軽減するため、地域子育て支援拠点事業（子育て支

援室）を始め、地域における子育て支援事業を充実します。
また、子育て世帯の仕事や家事と、育児・子育ての両立を支援するため、幼稚園・

保育園が行うサービスの質の向上と量の確保、就学児の放課後や学校休業日にお
ける健全育成を充実します。

さらに、ワーク・ライフ・バランス＊を推進するため、仕事と家庭生活等が両立できる
職場環境の整備に積極的な企業や事業者等の増加に努めます。

（２）親子の心と体の成長への支援
思春期の子どもたちが自分の命や体を大切にする意識を持ち、男女が互いに協力

して家庭を築くことの重要性に気付くことができるよう、関係機関と連携して指導を
進めます。

母親や父親に対しては、出産や育児について学ぶ機会の提供を充実します。また、
母子の健康診査など、子どもの成長に合わせた支援を行うとともに、発達の遅れに心
配のある子どもに対する早期療育の充実を図り、関係機関と連携した切れ目のない
支援を行います。

（３）要保護児童の支援や子どもの貧困の解消
地域、幼稚園・保育園、学校などの関係機関と連携し、身体的・精神的な暴力、放

置、不当な取扱いなどからの適切な保護及び支援の取組を社会全体で進めます。
また、父母を支援する講座や子育て相談体制を充実し、保護者の子育てに対する

不安感や負担感の軽減を図ります。
貧困の連鎖を防止するため、関係機関が連携した包括的な支援体制を整備し、生

活困窮世帯等の子どもたちに対する学習支援を行い、進学や就職により自立を目指
す子どもたちを支援します。

主要施策の
基本方向

子育て支援室
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- 㻝4㻜 - 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

Ҭʹ͓͚Δࢠҭͯࢧԉڌࢪઃ �� ͔ॴ �� ͔ॴҎ্ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

์՝ࣇޙಐ݈શҭۀࣄ ์՝ޙֶۀٳߍʹ͓͚ΔదͰ҆શͳ༡
ͼੜ׆ͷͷఏڙ 

 ࢢ

ϑΝϛϦーαϙーτηϯλー
 ۀࣄ

ಈʹର͢Δґཔձ׆Ͳͷ༬͔Γɺԉॿࢠ
һͱఏڙձһ૬ޓͷௐٴͼࢠҭͯࢧԉʹؔ
͢Δใఏڙ 

 ࢢ

Ҭࢠҭͯࢧԉڌۀࣄ ະबԂࣇͱͦͷอ͕ऀޢۙͳҬͰ҆৺͠
ͯࣗ༝ʹա͢͜͝ͱͷͰ͖Δͷఏڙ 

 ࢢ

Δ͜ͱ͕ඞཁͳ͢ޢΛอࢠతʹ࣌Ұٸۓ ۀࣄԉࢧظҭͯࢠ
߹ʹɺࣇಐཆࢪޢઃʹ͓͍ͯҰఆؒظɺཆ
ҭɾอޢΛ࣮ࢪ 

 ࢢ

ࣇ৺ͷൃୡʹಛผͳྀ͕ඞཁͳबֶલͷ ۀࣄҭྍظૣ
ಐʹର͢Δૣݟൃظͱૣࢧظԉͷ࣮ࢪ 

 ࢢ

߁݈ࢠࠪۀࣄ ්݈අ用ͷॿ 
ೕ༮݈ࣇͷ࣮ࢪ 

 ࢢ

༧छ࢛ ۀࣄछࠞ߹ϫΫνϯ )JC ϫΫνϯͳͲɺ༧
छ๏ʹͮ͘جఆظ༧छͷ࣮ࢪ 

 ࢢ

ձʹ͓͚ΔٞڠҬࡦಐˎରࣇޢཁอࢢദ࡚ ۀࣄࢭٮͲͷࢠ
ใަɺࢧԉମ੍ͷॆ࣮ 

 ؔػɾҬɾؔࢢ

ੜࢧཱࣗˎऀځࠔ׆ԉۀࣄ ੜੈځࠔ׆ଳͷࢠͲʹର͢Δֶशࢧԉٴ
ͼอऀޢʹର͢Δ૬ஊࢧԉ 

 ձٞڠࢱɾࣾձࢢ

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の目標指標

主要な事務事業
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施策の方針

施策の体系

高齢者や障がいのある人を始め、誰もが住み慣れた地域において、安全で安心し
て暮らし続けることができるよう、地域の課題やニーズに対応した人材を育成すると
ともに、NPO＊やボランティアなど、支え合いのまちづくりへの参加に向けた市民意
識の醸成に努めます。

また、福祉分野だけでなく、保健、雇用、教育分野などとの連携を強化し、生活困窮
世帯等の自立を促します。

高齢者がくらしのサポーター＊等、地域における生活支援の担い手となるような仕
組みづくりを促進することにより、自らの介護予防につなげるとともに、地域の支え手
としての活動を支援します。

また、在宅医療と在宅介護の連携や地域包括支援センターの機能を強化し、介
護を支える人材の確保や育成に努めるなど、在宅生活を支える体制づくりに取り組
みます。

さらに、障がいのある人が地域社会で個性や能力を発揮しながら、いきいきと生活
を送ることができるよう、障がいに対する理解の促進に取り組むとともに、日常生活や
社会活動への支援を充実します。

第3節　誰もが安心できる『健やかな』暮らしをつくる

合͍ͷҬͮ͑ࢧ̍  Γ͘ΛਐΊΔ 

（１）地域福祉活動への理解の促進　（２）生活困窮世帯等への自立の促進

 Λॆ࣮ͤ͞Δڥ৺ͯ͠ΒͤΔ͕҆ऀྸߴ̎ 

（１）在宅生活を支える体制づくりの推進　（２）介護予防・認知症施策の充実
（３）介護人材の確保・育成

 ̏ো͕͍͕͋ͬͯ ɺࣗ 分Β͘͠ΒͤΔڥΛॆ࣮ͤ͞Δ 

（１）障がいに対する理解促進と差別の解消
（２）日常生活や社会活動への支援の充実

ୈ̏અ　୭͕҆৺Ͱ͖Δh ݈͔ͳ ɦΒ͠Λͭ Δ͘
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1　支え合いの地域づくりを進める

本市の高齢化率は国や県を上回っており、また、ライフスタイルや個々の価値観の
多様化により、人と人、家庭や地域とのつながりが希薄になっていることから、様々な
地域福祉課題が顕在化しています。

このような地域福祉課題に対しては、町内会、子ども会、老人クラブ、PTAなどに
よる地域に根差した活動やNPO＊、ボランティアなどの民間団体による社会貢献活
動が展開されています。しかしながら、こうした地域活動やボランティア活動に対し
ては、特に20代から50代までの参加が少ないことから、多様な人材の参加が望ま
れています。

柏崎市社会福祉協議会では、ボランティア養成を始めとするボランティアセンター
としての機能を果たすとともに、高齢者や障がいのある人が安心して暮らすことがで
きる各種サービスの提供を通じて地域福祉活動の推進に取り組んでいます。

また、民生・児童委員は、地域住民の相談や必要な支援、地域の子どもたちの見守
り、子育ての不安や妊娠中の心配ごとの相談支援などを行っています。

いずれの活動も地域福祉の重要な支えとなっていることから、これらの活動に対す
る認知度を高めながら、地域で支え合い、助け合うことができる多様な人材の参加と
育成、組織化に対する支援や活動に対する理解促進に取り組むことが必要です。

生活困窮者＊が生活保護に至らないよう、生活困窮者自立支援事業として、自立
相談支援や家計相談支援、就労準備支援に取り組み、経済的自立を支援しています。
しかしながら、年金・医療・介護保険制度の改正や少子高齢化・核家族化の進行な
どにより、家庭環境の複雑化・多様化が進み、経済的な問題だけでなく、複合的な課
題を抱える生活困窮者の増加が予想されます。

ੜ׆อޢͷഇࢭ

現況と課題

 

- 㻝42 - 

 इ合ःभୠतऎॉをਤीる੍ ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市の㧗㱋化⋡䛿ᅜや┴を上ᅇ䛳䛶おり、また、䝷䜲䝣ス䝍䜲䝹やಶ䚻の౯್ほのከᵝ化に

より、ேとே、ᐙᗞやᆅᇦとの䛴ながりがᕼⷧにな䛳䛶いることか䜙、ᵝ䚻なᆅᇦ⚟♴ㄢ㢟が㢧

ᅾ化し䛶います。 

このよ䛖なᆅᇦ⚟♴ㄢ㢟にᑐし䛶䛿、⏫ෆ、Ꮚども、⪁ே䜽䝷䝤、㻼㼀㻭 などによるᆅᇦに

᰿ᕪしたάືや 㻺㻼㻻＊、䝪䝷䞁䝔䜱䜰などの民間団体による♫㈉⊩άືがᒎ㛤䛥れ䛶います。

しかしなが䜙、こ䛖したᆅᇦάືや䝪䝷䞁䝔䜱䜰άືにᑐし䛶䛿、≉に 㻞㻜 ௦か䜙 㻡㻜 ௦ま䛷のཧ加

がᑡないことか䜙、ከᵝなேᮦのཧ加がᮃまれ䛶います。 

柏崎市♫⚟♴協㆟䛷䛿、䝪䝷䞁䝔䜱䜰㣴ᡂをጞめとする䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝉䞁䝍ーとし䛶のᶵ

⬟をᯝたすとともに、㧗㱋者や㞀がいの䛒るேがᏳᚰし䛶ᬽ䜙すことが䛷きるྛ✀サービスのᥦ

౪を㏻䛨䛶ᆅᇦ⚟♴άືの᥎進にྲྀり⤌䜣䛷います。 

また、民⏕・ඣ❺委ဨ䛿、ᆅᇦఫ民の┦ㄯやᚲせなᨭ、ᆅᇦのᏊどもた䛱の見Ᏺり、Ꮚ⫱

䛶のᏳやዷፎ中のᚰ配䛤との┦ㄯᨭなどを行䛳䛶います。 

い䛪れのάືもᆅᇦ⚟♴の㔜せなᨭ䛘とな䛳䛶いることか䜙、これ䜙のάືにᑐするㄆ▱度

を㧗めなが䜙、ᆅᇦ䛷ᨭ䛘合い、ຓけ合䛖ことが䛷きるከᵝなேᮦのཧ加と⫱ᡂ、⤌⧊化にᑐ

するᨭやάືにᑐする理ゎಁ進にྲྀり⤌䜐ことがᚲせ䛷す。 

⏕άᅔ❓者＊が⏕ά保ㆤに⮳䜙ないよ䛖、⏕άᅔ❓者⮬❧ᨭ事業とし䛶、⮬❧┦ㄯᨭ

やᐙ計┦ㄯᨭ、ᑵປ‽ഛᨭにྲྀり⤌䜏、経῭的⮬❧をᨭし䛶います。しかしなが䜙、ᖺ

㔠・་⒪・ㆤ保㝤制度のᨵ正やᑡᏊ㧗㱋化・᰾ᐙ᪘化の進行などにより、ᐙᗞ⎔ቃの」㞧

化・ከᵝ化が進䜏、経῭的なၥ㢟䛰け䛷な䛟、」合的なㄢ㢟をᢪ䛘る⏕άᅔ❓者の増加がண

䛥れます。 

 

ੜ׆อޢͷഇࢭ 
ʢ୯Ґɿੈଳʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ੜ׆อޢΛഇੈͨ͠ࢭଳ �� �� �� �� �� 

ʲࢿྉɿദ࡚ͷࣾձࢱʳ 
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- 㻝4㻟 -

【主要施策の基本方向】

䠄䠍䠅 ᆅᇦ⚟♴άື䜈䛾⌮ゎ䛾ಁ㐍

ᆅᇦ⚟♴άືの中᰾的⤌⧊䛷䛒る柏崎市♫⚟♴協㆟と連携し、ᆅᇦのㄢ㢟や䝙ー䝈

にᑐᛂしたேᮦの⫱ᡂを進めます。 

また、ேをᛮいやり、いにᨭ䛘合い、ຓけ合䛖ま䛱のᐇ⌧を┠指し、「第୕ḟ柏崎市ᆅᇦ⚟

♴計画」を᥎進します。この計画の᥎進を㏻䛨䛶全䛶の市民がᆅᇦ♫のᵓᡂဨとし䛶のᙺ

と㈐௵にᑐする⮬ぬをಁすとともに、䝪䝷䞁䝔䜱䜰をጞめとするᆅᇦ⚟♴άືにᑐする理ゎをಁ

進し、市民のཧ加ព㆑の㧗ᥭにດめます。 

䠄䠎䠅 ⏕άᅔ❓ୡᖏ➼䜈䛾⮬❧䛾ಁ㐍

保、㞠⏝、ᩍ⫱、㔠⼥、ఫᏯ、⏘業などのศ㔝と連携し、せᨭ者の䝙ー䝈にᛂ䛨たゼၥ

┦ㄯのᐇ施をጞめ、᪩ᮇ┦ㄯと⥅⥆的ᨭのための体制をᙉ化します。 

また、」合的なㄢ㢟をᢪ䛘、ྛ✀♫保㞀制度の⊃間にいるୡᖏをᨭするため、ᐙ計┦

ㄯᨭとᑵປ‽ഛᨭ事業をᐇするとともに、ᑵປや学⩦ᨭをጞめ、⏕άᅔ❓者＊の⮬❧

ಁ進にᚲせな事業を᥎進し、⮬❧┦ㄯと一体とな䛳たᨭ体制をᵓ⠏します。 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

;Ε͍͋αϩϯˎ ��� ͔ॴ ��� ͔ॴ 

ੜ׆อ͔ޢΒཱࣗͨ͠ੈଳ �� ੈଳ �� ੈଳ 

˞;Ε͍͋αϩϯɺޙࠓͷݮΛྀͯ͠ߟฏ �� Ͱ ��� ͔ॴΛҡ࣋͢Δ͜ͱΛඪͱ͢Δɻ

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

ࣾձٞڠࢱձࢧԉۀࣄ ࣾձٞڠࢱձͷӡӦج൫ڧԽɺҬࢱͷਪ
ਐɺϘϥϯςΟΞηϯλーͷӡӦʹର͢Δࢧԉ 

 ձٞڠࢱɾࣾձࢢ

ੜࢧཱࣗऀځࠔ׆ԉۀࣄ ཱࣗՈܭʹؔ͢Δ૬ஊࢧԉɺब࿑ͷͨΊͷ४
උࢧԉɺࢠͲͷֶशࢧԉ 

 ձٞڠࢱɾࣾձࢢ

ඃอऀޢब࿑ࢧԉۀࣄ ੜ׆อޢडऀڅͷཱࣗଅਐʹ͚ͨब࿑ҙཉͷ
 ԉࢧىש
ϋϩーϫーΫͱ࿈ͨ͠ܞब࿑ࢧԉ

 ɾϋϩーϫーΫࢢ

（１）地域福祉活動への理解の促進
地域福祉活動の中核的組織である柏崎市社会福祉協議会と連携し、地域の課題

やニーズに対応した人材の育成を進めます。
また、人を思いやり、互いに支え合い、助け合うまちの実現を目指し、「第三次柏崎

市地域福祉計画」を推進します。この計画の推進を通じて全ての市民が地域社会
の構成員としての役割と責任に対する自覚を促すとともに、ボランティアを始めとする
地域福祉活動に対する理解を促進し、市民の参加意識の高揚に努めます。

（２）生活困窮世帯等への自立の促進
保健、雇用、教育、金融、住宅、産業などの分野と連携し、要支援者のニーズに応じ

た訪問相談の実施を始め、早期相談と継続的支援のための体制を強化します。
また、複合的な課題を抱え、各種社会保障制度の狭間にいる世帯を支援するため、

家計相談支援と就労準備支援事業を充実するとともに、就労や学習支援を始め、生
活困窮者＊の自立促進に必要な事業を推進し、自立相談と一体となった支援体制を
構築します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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- 㻝44 -

 ৈೡऋੱखथථैचる୭をౄৰऔचる ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】

㧗㱋化が進行し、ᐙᗞのㆤ力がపୗし䛶いる中、་⒪やㆤがᚲせとな䛳䛶も、ྍ⬟な㝈

りఫ䜏័れたᆅᇦ䛷⏕άを⥅⥆することが䛷きるよ䛖、་⒪、ㆤ、ண㜵、ఫまい、⏕άᨭ・⚟

♴サービスのᵓᡂせ⣲が包括的にサービスᥦ౪䛥れるᆅᇦ包括䜿䜰䝅ス䝔䝮＊の᥎進がᚲせ

䛷す。 

ᮏ市䛷䛿、ᆅᇦ包括䜿䜰䝅ス䝔䝮ᵓ⠏の基Ⅼとし䛶、ᆅᇦ包括ᨭ䝉䞁䝍ーがᆅᇦ䜿䜰

㆟＊を㛤ദし、ᆅᇦㄢ㢟や⮬❧ᨭのどⅬ䛷᳨ウを行䛳䛶いますが、ᆅᇦ≉ᛶに配៖した䝅

ス䝔䝮づ䛟りにດめることが㔜せ䛷す。

ᮏ市のせㆤ䠄せᨭ䠅ㄆ定者䛿、㍍度・中度を中ᚰに増加ഴ向に䛒ります。せᨭ者䛿、

㌿ಽ㦵ᢡ等の運ືᶵ⬟のపୗによるものがከ䛟、また、せㆤ者䛿、⬻᱾ሰ等の⬻⾑管ᝈ

が最もከい≧ἣに䛒り、せㆤㄆ定者の䠒にㄆ▱≧が䛒ります。 

ㆤண㜵の᥎進にᙜた䛳䛶䛿、㧗㱋者⮬㌟のㆤண㜵にᑐするព㆑や㛵ᚰを㧗め、積ᴟ

的にㆤண㜵άືにྲྀり⤌䜐ことが㔜せ䛷す。このため、ㆤண㜵のᬑཬၨⓎをᢸ䛖ேᮦの⫱

ᡂによる、ᨭ䛘合いのάືのẼ運を㧗めることがồめ䜙れ䛶います。 

また、㛵係ᶵ㛵との連携によるᅾᏯ་⒪とᅾᏯㆤのษれ┠のないᨭ体制のᵓ⠏や総合

┦ㄯ❆ཱྀの設置、་⒪౫Ꮡ度が㧗いᅾᏯ㧗㱋者にᑐする┳ㆤ・ㆤ体制のᩚഛなどにྲྀり⤌

䜐ことがྍḞ䛷す。䛥䜙に、ㄆ▱にな䛳䛶も、ఫ䜏័れたᆅᇦ䛷⏕άを⥅⥆するため、᪩

ᮇデ᩿・᪩ᮇᑐᛂに向けたᨭ体制づ䛟りとともに、ᆅᇦ≉ᛶに配៖した見Ᏺりᨭのேᮦの

⫱ᡂがᚲせ䛷す。 

ᮏ市䛷䛿、ㆤேᮦ☜保⟇とし䛶、ㆤᚑ事者ேᮦ☜保・⫱ᡂᨭ事業やㆤ⫋ဨᑵ⫋ᨭ

事業をᐇ施し䛶います。また、ㆤの⌧ሙにおい䛶䛿、᥇⏝ᚋ䠎、䠏ᖺの㞳⫋⋡が㧗いഴ向

に䛒ることか䜙、ㆤス䜻䝹の向上やス䝖䝺ス䝬䝛䝆䝯䞁䝖＊の◊ಟをᐇ施すること䛷㞠⏝の定╔

にດめ䛶います。 

ᚋ䛿、㧗校⏕やᑓ㛛学校⏕などのⱝいୡ௦がㆤ保㝤制度やㆤ施設の⌧≧などにᑐ

する理ゎを῝め、ㆤேᮦとし䛶ᆅඖに定╔するよ䛖ᨭを行䛖とともに、ḟ௦をᢸ䛖Ꮚどもた䛱

にᑐし䛶、⚟♴やㆤ䜈の㛵ᚰや⯆を㧗めるྲྀ⤌がồめ䜙れます。 

ίπίπஷےମૢˎ

ʢ୯Ґɿਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ίπίπஷےମૢԆࢀՃ
ऀʢ࣮ਓʣ ���� ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿอ݈׆ಈͷ·ͱΊʳ 

2　高齢者が安心して暮らせる環境を充実させる

高齢化が進行し、家庭の介護力が低下している中、医療や介護が必要となっても、
可能な限り住み慣れた地域で生活を継続することができるよう、医療、介護、予防、住
まい、生活支援・福祉サービスの構成要素が包括的にサービス提供される地域包括
ケアシステム＊の推進が必要です。

本市では、地域包括ケアシステム構築の基点として、地域包括支援センターが地
域ケア会議＊を開催し、地域課題や自立支援の視点で検討を行っていますが、地域
特性に配慮したシステムづくりに努めることが重要です。

本市の要介護（要支援）認定者は、軽度・中度を中心に増加傾向にあります。要支
援者は、転倒骨折等の運動機能の低下によるものが多く、また、要介護者は、脳梗塞
等の脳血管疾患が最も多い状況にあり、要介護認定者の６割に認知症状があります。

介護予防の推進に当たっては、高齢者自身の介護予防に対する意識や関心を高
め、積極的に介護予防活動に取り組むことが重要です。このため、介護予防の普及
啓発を担う人材の育成による、支え合いの活動の気運を高めることが求められてい
ます。

また、関係機関との連携による在宅医療と在宅介護の切れ目のない支援体制の構
築や総合相談窓口の設置、医療依存度が高い在宅高齢者に対する看護・介護体制
の整備などに取り組むことが不可欠です。さらに、認知症になっても、住み慣れた地
域で生活を継続するため、早期診断・早期対応に向けた支援体制づくりとともに、地
域特性に配慮した見守り支援の人材の育成が必要です。

本市では、介護人材確保策として、介護従事者人材確保・育成支援事業や介護職
員就職支援事業を実施しています。また、介護の現場においては、採用後２、３年の
離職率が高い傾向にあることから、介護スキルの向上やストレスマネジメント＊の研修
を実施することで雇用の定着に努めています。

今後は、高校生や専門学校生などの若い世代が介護保険制度や介護施設の現状
などに対する理解を深め、介護人材として地元に定着するよう支援を行うとともに、次
代を担う子どもたちに対して、福祉や介護への関心や興味を高める取組が求められ
ます。

ίπίπஷے体ૢˎ

現況と課題
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（１）在宅生活を支える体制づくりの推進
高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持ち安心して生活できるよう、コミュニティ

単位において地域ケア会議＊を実施し、高齢者の見守り支援ネットワークの構築や地
域特性に配慮した集いの場などの創出に取り組みます。

また、医師会などの関係機関と連携し、在宅の医療・介護連携のための総合相談
窓口の運営を目指します。さらに、医療依存度が高い在宅高齢者に対応できるよう、
医療・介護サービスの提供体制を構築します。

生活支援サービスの創出のため、地域の支え合いによる見守り体制を充実し、生
活支援の担い手を育成します。

（２）介護予防・認知症施策の充実 «健康・元気・いきいき戦略»
高齢者にとって身近な場所で介護予防活動に取り組めるコツコツ貯筋体操＊の普

及促進や地域住民との協働実施に努めます。また、元気な高齢者が介護予防事業
などに参加したり、支援を必要とする高齢者を見守ったりすることにより、高齢者の社
会参加を促進します。

また、認知症の方やその家族に早期に関わる認知症初期集中支援チームを配置
し、早期診断・早期対応に向けた体制を整備するとともに、コミュニティ単位におい
て、地域特性に配慮した見守り支援の人材を育成し、地域住民による見守り支援体
制を構築します。

（３）介護人材の確保・育成
必要な介護人材の確保に向けた取組を進めるとともに、質の高い介護サービスが

提供できるよう、事業者連絡会などを通じて介護事業者との連携を図ります。
また、次代を担う子どもたちが学童期から福祉や介護の仕事に触れ、興味や関心

が高まるよう、官民一体となって体験教室を実施します。
さらに、市内の高校と連携して、若い世代の介護分野への就業につながる情報を

提供するとともに、採用後のスキルアップ研修等による人材の育成を支援します。

主要施策の
基本方向

地域ケア会議
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- 㻝4㻢 -

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

ίπίπஷےମૢˎࢀՃऀʢ࣮ਓʣ ���� ਓ ���� ਓ 

͘Β͠ͷαϙーλーˎ࠲ߨडऀߨ �� ਓ ��� ਓ 

ೝαϙーλーˎཆ࠲ߨडऀߨ ���� ਓ ���� ਓ 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

հجޢ൫උۀࣄ ҬີணܕαーϏεࢪઃͷඋʹର͢Δࢧԉ ࢢɾऀۀࣄ 

ੜࢧ׆ԉମ੍උۀࣄ ੜࢧ׆ԉίーσΟωーλーͷஔ 
͘Β͠ͷαϙーλーͳͲɺੜࢧ׆ԉͷ୲͍खͷൃ
۷ɾҭ 

 ऀۀࣄɾࢢ

ೝ૯߹ࢧԉۀࣄ ೝͷํͦͷՈʹૣظʹؔΘΔೝॳ
அɾૣظͼૣٴԉνーϜͷஔࢧதूظ ରԠظ
 ஙߏԉମ੍ͷࢧ͚ͨʹ
ίϛϡχςΟηϯλーʹ͓͚Δೝݚमͷ࣮
ஙߏԉମ੍ͷࢧͳ͡ΈͷإकΓɺݟͼٴࢪ

 ɾίϛϡχςΟηϯλーࢢ

հऀࣄैޢਓ֬ࡐอɾҭ
 ۀࣄԉࢧ

հޢ৬һॳऀݚमͷडߨʹର͢Δࢧԉ ࢢɾऀۀࣄ 

հޢ৬һब৬ࢧԉࢢ ۀࣄͷհࢪޢઃ৽ͨʹۈ͢Δ༗֨ࢿ ʢऀ৽ଔ
ऀɾ৬ऀʣͷब৬ʹର͢Δࢧԉ 

 ࢢ

施策の目標指標

主要な事務事業
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くらしのサポーター講座

コツコツ貯筋体操
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3　障がいがあっても、自分らしく暮らせる環境を充実させる

本市の障害者手帳所持者は増加傾向にあり、総人口の約5.4％が手帳を所持して
います。また、障がいのある人や特別な支援が必要な子どもに対する障害福祉サー
ビスなどの利用者は、障害者手帳所持者と同様に増加傾向にあります。

障がいのある人や特別な支援が必要な子どもを取り巻く環境とニーズの変化に対
応した生活全般に関する施策を推進するため、「第四次柏崎市障害者計画」を策定
しました。

この計画では、「障害者差別解消法」に基づき、障がいのある人が日常生活や社会
生活の中で、障がいがあることによって受ける制限などの社会的障壁の除去に向け
た合理的な配慮の取組を行っています。引き続き、障がいのある人への理解促進と
差別のない共生社会の実現に取り組むことが必要です。

障がいのある人の自立した日常生活を支援するため、「障害者総合支援法」に基づ
く障害福祉サービスを提供しています。また、特別な支援が必要な子どもに対して
は、「児童福祉法」に基づく通所支援サービスにより、療育支援を提供しています。

引き続き、地域社会における生活支援を充実するため、福祉的就労先の確保や福
祉的就労から一般就労へつなげるための支援が必要です。また、入院や入所から地
域生活への移行支援と住まいの場の確保も求められています。

োऀखா

現況と課題

みんな、いっしょに！アルフォーレマルシェ

 

- 㻝48 - 

３ ऋःऋँढथुؚঽীैखऎථैचる୭をౄৰऔचる 

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市の㞀ᐖ者ᡭᖒᡤ持者䛿増加ഴ向に䛒り、総ேཱྀの⣙ 㻡㻚㻠䠂がᡭᖒをᡤ持し䛶います。

また、㞀がいの䛒るேや≉ูなᨭがᚲせなᏊどもにᑐする㞀ᐖ⚟♴サービスなどの⏝者

䛿、㞀ᐖ者ᡭᖒᡤ持者とྠᵝに増加ഴ向に䛒ります。 

㞀がいの䛒るேや≉ูなᨭがᚲせなᏊどもをྲྀりᕳ䛟⎔ቃと䝙ー䝈のኚ化にᑐᛂした⏕ά

全⯡に㛵する施⟇を᥎進するため、「第ᅄḟ柏崎市㞀ᐖ者計画」を⟇定しました。 

この計画䛷䛿、「㞀ᐖ者ᕪูゎᾘἲ」に基づき、㞀がいの䛒るேが᪥ᖖ⏕άや♫⏕άの中

䛷、㞀がいが䛒ることによ䛳䛶ཷける制㝈などの♫的㞀ቨの㝖ཤに向けた合理的な配៖のྲྀ

⤌を行䛳䛶います。ᘬき⥆き、㞀がいの䛒るே䜈の理ゎಁ進とᕪูのない共⏕♫のᐇ⌧に

ྲྀり⤌䜐ことがᚲせ䛷す。 

㞀がいの䛒るேの⮬❧した᪥ᖖ⏕άをᨭするため、「㞀ᐖ者総合ᨭἲ」に基づ䛟㞀ᐖ⚟

♴サービスをᥦ౪し䛶います。また、≉ูなᨭがᚲせなᏊどもにᑐし䛶䛿、「ඣ❺⚟♴ἲ」に

基づ䛟㏻ᡤᨭサービスにより、⒪⫱ᨭをᥦ౪し䛶います。 

ᘬき⥆き、ᆅᇦ♫における⏕άᨭをᐇするため、⚟♴的ᑵປඛの☜保や⚟♴的ᑵປ

か䜙一⯡ᑵປ䜈䛴な䛢るためのᨭがᚲせ䛷す。また、ධ㝔やධᡤか䜙ᆅᇦ⏕ά䜈の⛣行ᨭ

とఫまいのሙの☜保もồめ䜙れ䛶います。 

 

োऀखா 
ʢ୯Ґɿਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

োऀखாॴऀ࣋ 
ʢମɾతɾਫ਼ਆʣ ���� ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿദ࡚ͷࣾձࢱʳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ΈΜͳɺ͍ͬ͠ΐʹʂΞϧϑΥーϨϚϧγΣ 
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【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 㞀䛜䛔䛻ᑐ䛩䜛⌮ゎಁ㐍䛸ᕪู䛾ゎᾘ 

㞀がいの䛒るேがఫ䜏័れたᆅᇦ䛷Ᏻᚰし䛶ᛌ適にᬽ䜙䛫るよ䛖、公共㏻ཬ䜃公共施設

等の䝞䝸䜰䝣䝸ー＊化を᥎進します。また、ⅬᏐ・ᡭヰ㏻ヂなど、㞀がい≉ᛶにᛂ䛨たሗᥦ౪

のᐇを図ります。䛥䜙に、㞀がいの有↓にかか䜟䜙䛪、一⥴にཧ加䛷きる◊ಟ・䜲䝧䞁䝖などを

ᐇ施し、㞀がいや㞀がいの䛒るேにᑐする理ゎのಁ進にດめます。 

㞀がいの䛒るேもないேも、全䛶の市民がおいを理ゎ、ᑛ㔜し、ຓけ合いなが䜙、ᕪูの

ない共⏕♫をᐇ⌧するため、㞀がいを理⏤とするᕪูのゎᾘを᥎進します。また、㞀がいな

どにより、ุ᩿⬟力が༑ศ䛷ないேのᶒをᏲるためのᡂᖺᚋ見制度＊に䛴い䛶、ᬑཬၨⓎに

ດめます。 

䠄䠎䠅 ᪥ᖖ⏕ά䜔♫άື䜈䛾ᨭ䛾ᐇ 

㞀がいの䛒るேや䛭のᐙ᪘が᪥ᖖ⏕ά䛷ᢪ䛘るㅖၥ㢟をᆅᇦ䛷Ẽ㍍に┦ㄯ䛷き、適ษなຓ

ゝをཷけ䜙れる┦ㄯᨭ体制をᐇします。このため、総合的な┦ㄯにᑐᛂ䛷きる┦ㄯᨭᑓ

㛛ဨのேဨの☜保とேᮦの⫱ᡂを進めます。 

また、ᑵປ⥅⥆ᨭ事業などの᪥中άື⣔サービスや䜾䝹ー䝥䝩ー䝮＊などのᒃఫ⣔サー

ビスのᐇを図り、㞀がいの䛒るேのᆅᇦ⏕άをᨭします。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

ো͕͍ো͕͍ͷ͋Δਓʹର͢Δো͕͍ཧ解ͷͨΊɺ
�� ͼΠϕϯτͷճٴಈ׆मɺҬަྲྀݚԉ͢Δࢧ͕ࢢ ճ �� ճ 

ब࿑ܧଓࢧԉ # ��� ར用ऀˎۀࣄܕ ਓ ��� ਓ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

੍ݟޙར用ࢧԉۀࣄ తো͕͍ɺਫ਼ਆো͕͍ʹΑΓஅྗ͕ෆ
ेͳํͷ੍ݟޙʹΑΔࢧԉ 

 ձٞڠࢱɾࣾձࢢ

ϨΫϦΤーγϣϯ׆ಈࢧԉ
 ۀࣄ

ো͕͍ͷ͋Δਓͷମྗͮ͘ΓࣾձࢀՃ׆
ಈʹର͢Δࢧԉ 

 ɾো͕͍ऀஂମࢢ

Ҭ׆ಈࢧԉηϯλーۀࣄ ᶗܕʢҬੜࢧ׆ԉηϯλーۀࣄʣɺᶘܕʢো
ॴʣۀ࡞نʢখܕʣɺᶙۀࣄσΠαーϏεऀ
ͷ࣮ࢪ 

 ऀۀࣄɾࢢ

૬ஊࢧԉۀࣄ ো͕͍ͷ͋ΔਓͦͷՈ͔Βͷ૬ஊʹԠ͡
ͨඞཁͳใఏڙॿݴͳͲͷ࣮ࢪ 

 ऀۀࣄɾࢢ

 

 

  

（１）障がいに対する理解促進と差別の解消
障がいのある人が住み慣れた地域で安心して快適に暮らせるよう、公共交通及び

公共施設等のバリアフリー＊化を推進します。また、点字・手話通訳など、障がい特性
に応じた情報提供の充実を図ります。さらに、障がいの有無にかかわらず、一緒に参
加できる研修・イベントなどを実施し、障がいや障がいのある人に対する理解の促進
に努めます。

障がいのある人もない人も、全ての市民がお互いを理解、尊重し、助け合いなが
ら、差別のない共生社会を実現するため、障がいを理由とした差別の解消を推進し
ます。また、障がいなどにより、判断能力が十分でない人の権利を守るための成年後
見制度＊について、普及啓発に努めます。

（２）日常生活や社会活動への支援の充実
障がいのある人やその家族が日常生活で抱える諸問題を地域で気軽に相談でき、

適切な助言を受けられる相談支援体制を充実します。このため、総合的な相談に対
応できる相談支援専門員の人員の確保と人材の育成を進めます。

また、就労継続支援事業などの日中活動系サービスやグループホーム＊などの居
住系サービスの充実を図り、障がいのある人の地域生活を支援します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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地域の畑の名人を招いての生活科の授業（大洲小学校）




